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研究成果の概要（和文）：以下の3つのテーマに取り組むことで，略地図の応用フレームワークを開発した．
(A)旅行のための略地図の作成意図および利用意図のモデル化として，ユーザの意図に応じて地物が強調された
デフォルメ地図を生成する方式を検討した.(B)意図に基づく略地図の拡張手法の開発として，ユーザのレビュー
選択に基づく観光スポット検索手法を始め3つの手法を開発した．(C)アプリケーションフレームワークの構築と
評価として，ユーザの略地図入力による異なるエリアの役割的類似性のあるPOI提示システムを開発した．

研究成果の概要（英文）：By working on the following three themes, we have developed an application 
framework for deformed maps.
(A) We have studied a method of generating a deformed map in which features are emphasized according
 to user's intention as a modeling intention and usage intention of a deformed map for traveling. 
(B) We developed three methods, including a sightseeing spot search method based on user's review 
selection, as a development of deformed map expansion method. (C) We developed POI presentation 
system with role-like similarity of different area by user's deformed map input as implementation 
and evaluation of application framework.

研究分野： メディア情報学

キーワード： 略地図　地理情報コンテンツ　ユーザ意図
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１．研究開始当初の背景 
 地図は古くから利用されており，人間にと
って親しみ深いメディアである．近年では
Google Maps などオンライン化が進み，スマ
ートフォン等でアクセスし，地理情報を得る
というように，日常の多くの場面で利用され
ている．このようなオンラインマップは API
によって飲食店検索など様々なアプリケー
ション開発が可能となっている．さらに，
Open Street Map のように，自由に利用可能
な地図のメタデータが整備されてきており，
地図を用いたアプリケーションは広く開発
されてきている．Google Maps や Open 
Street Map は，汎用的に利用するために正確
性や網羅性をもつ地図であるが，一方特定の
目的に特化して地理情報の集約，削減，変形
をした略地図という形式も存在する．例えば，
観光スポットをまとめた地図や道案内のた
めの地図が該当する．このような略地図コン
テンツは一般に印刷物や画像データとして
提供されており，オフライン環境でも利用可
能であるが，既存の略地図を利用しやすく拡
張するようなアプリケーションは少ない． 
 申請者はこれまでに[a,b]において，略地図
データを読み取り，編集意図を抽出する手法
を開発している．特に「道案内」や「配置提
示」等の略地図に含まれる編集意図の抽出技
術に独創性があり評価されている． 
 
[a] 北山 大輔，李 龍，角谷 和俊, 地理的正
確性と空間的コンテキストに基づくデフォ
ルメ地図分析,情報処理学会論文誌：データベ
ース（TOD50），Vol.4，No.2，pp.172-184 
(2011)  
[b] Daisuke Kitayama and Kazutoshi 
Sumiya, A Deformation Analysis Method 
for Artificial Maps Based on Geographical 
Accuracy and Its Applications, The 2nd 
Joint WICOW/AIRWeb Workshop on Web 
Quality, pp1-8 (2012) 
 
２．研究の目的 
 近年，外国人観光客が増加してきている．
さらに，2020 年の東京オリンピック等，国
際的イベントの開催により，観光客のさらな
る増加が見込まれる．しかしながら外国人を
始めとする観光客は，滞在地に不慣れである
ことが多い．旅行前に下調べとしてガイドブ
ックや Web などを通じて地理情報を収集す
ることも多いが，十分な調査を行うことは困
難である．そこで，観光客等が持つ集約され
た旅行情報のひとつである略地図の編集意
図を抽出し，適切に滞在地の地理情報を容易
に取得する技術が必要となる．本申請課題で
は，既存の略地図の編集意図を自動的に理解
し，必要とされるスポットの追加，強調を行
うためのアプリケーションフレームワーク
を構築する． 
 
３．研究の方法 

 本研究では，旅行者のための略地図応用フ
レームワークの構築のために (1)旅行のた
めの略地図の作成意図および利用意図のモ
デル化，(2)意図に基づく略地図の拡張手法
の開発, (3)アプリケーションフレームワー
クの構築と評価に取り組む．なおここで，作
成者の編集意図を作成意図，利用者の編集意
図を利用意図と定義する．これらは， (1)の
作成意図，利用意図のモデル構築が基盤とす
る形になるため初年度に優先的に取り組む．
また，ある程度のモデル化が可能となった段
階で，(2)のアプリケーションを幾つか試作
し，フレームワークの仕様を決定する．次年
度では，初年度の成果をまとめ(3)のフレー
ムワークを構築し，アプリケーション開発能
力を評価する． 
 
４．研究成果 
 研究成果として，各テーマについての代表
的な研究成果を報告する． 
(1) 旅行のための略地図の作成意図および利

用意図のモデル化 
 地図コンテンツの利用にはユーザの意図
が含まれており，その意図を用いることで
様々なアプリケーションを構築できる[5]． 
 略地図も地図コンテンツの一種であり，観
光情報に関する Web ページなど，様々な場面
で用いられる静的なコンテンツである.しか
し，略地図を利用するユーザの意図は多様で
あり，既存の略地図中に個人の関心のある地
物が記載されたものが必ずしも存在すると
は限らない.そこで本研究では，個人の要求
に合った略地図の提供を実現するために，ユ
ーザが任意のキーワードとデフォルメした
い略地図を入力することで，それらの入力に
存在する地理情報を分析し，ユーザの意図に
応じて地物が強調されたデフォルメ地図を
生成する方式を検討した[7]. 
 本研究では，ユーザ個人の意図に合った地
図を生成するために，略地図とキーワードの
入力から地理情報を分析し，ユーザの意図に
応じて地理的なオブジェクトが強調された
デフォルメ地図を生成する方式を検討する.
なお，本研究では入力に用いる地図を略地図，
出力される地図をデフォルメ地図と呼ぶ. 
 本稿では，デフォルメ地図を生成するため
のフレームワークの提案を行い，そのうちの
2 種類のパターンを対象にフレームワークに
必要になる要件の検討を被験者に対して調
査を行い考察した. 
 略地図どうしの合成では，略地図上に記載
してあるテキスト情報に着目する.テキスト
情報は略地図上における地理的なオブジェ
クトを指し示す役割を果たしているため，他
のテキストとの相対的な大きさからどの地
理的なオブジェクトがどの程度強調されて
いるかを判断できると考えられる. 
 入力としてのキーワードは地物名だけで
なく，カテゴリを許すために，FoursquareAPI
を用いたキーワード検索を行い，Foursquare



検索結果のランキングから入力キーワード
と関連する地物を抽出する. 
 この研究により作成したモデルでは，略地
図と略地図を入力し，2 つの略地図の意図や
目的を満たす新たな地図を生成する．また，
地名やスポット名，カテゴリのようなキーワ
ード入力がされた際に，それを満たす仮想的
な略地図を生成することで，上記の略地図生
成の枠組みの中で扱えるようにしている． 
 キーワード入力による仮想的な略地図生
成に関連して，複数の地物名が入力された際
に，それに関連する地物名を得る手法につい
ての検討も行った[9]． 
 1 つの略地図入力時にも新たな略地図を生
成可能とするため，ある略地図に類似する別
の略地図を検索する手法を開発した[3],[6]．
この手法では，略地図画像の意匠的な特徴を
定義し，その特徴量に基づいて略地図の類似
性を判別した． 
 
(2)意図に基づく略地図の拡張手法の開発 
 意図に基づく略地図の拡張手法として，以
下のテーマに取り組んだ． 
① ユーザのレビュー選択に基づく観光スポ

ット検索手法[1] 
 観光スポットを決める時にWeb上の観光情
報を活用して計画を立てることが多くなっ
ている.しかし，膨大な情報から自分の嗜好
に合う観光スポットの情報を得ることは簡
単ではない.そこで本研究では，ユーザの観
光スポットのレビュー選択によってユーザ
の嗜好に合う観光スポットを検索する手法
を提案する.ユーザは観光スポットを決める
時，先入観に基づいて決定することも少なく
ない.実際，旅行者の滞在先の 48%は東京，京
都などの主要都市である.そのため，ランキ
ングやおすすめ情報によって左右されない
ために，各ユーザの嗜好の抽出は，画面に表
示された観光スポットレビューから好みの
レビューを選択するという簡単な作業のみ
で行う.また，プロトタイプシステムを構築
し，検索性能と簡易性の評価実験を行った. 
 この方法によって，ユーザの得たい体験に
基づくスポットの付与を行うという略地図
拡張が可能となる． 
②Visualization of Spatio-Temporal Events 
in Geo-tagged Social Media [4] 
 本研究では，ジオタグ付きソーシャルメデ
ィアの要約をクラウド内のタグとして視覚
化する時空間マッピングシステムを提示し、
時空間イベントを検出することによってウ
ェブページに関連付けた．これにより，ユー
ザは任意のWebページを参照しながらどこか
らでもいつでもイベントを把握できる．ツイ
ートなどのソーシャルメディアからの時空
間的イベントを検出するために，機械学習ア
ルゴリズムを使用して予想されるイベント
（例えば，混雑したレストラン）を抽出し，
時間と空間を介してツイートを分類し，現時
点での状況を通常の規則と比較する．そのこ

とにより，システムはユーザがウェブページ
を閲覧している間に時空間イベントの迅速
な概要を得るのを助けるツイートのソーシ
ャルタグクラウドを提示し，ユーザがイベン
トについてより詳細を得るのを助けるツイ
ートリストを提示する．さらに，ユーザは，
時間帯またはタグを自由に指定して，関連す
るツイートを見ることができる．最後に，都
市部の多機能建物で密集したジオタグ付き
ツイートを用いて提案されたソーシャルタ
グクラウド生成手法の有効性について議論
した． 
 この技術により，略地図にリアルタイムイ
ベント情報を付与するような拡張が可能と
なる． 
③Extraction Method for Anaba Spots based 
on Name Recognition and User's Evaluation 
[8] 
 近年では、インバウンド観光客が地域を誘
致する地域に有益な経済効果をもたらすた
め，観光に関する情報の重要性が増している．
観光情報を取得する最も一般的な方法は，ガ
イドブックである．ガイドブックには多くの
場合有名な観光スポットのみが記載されて
いる．しかしながら，有名でなくとも魅力的
なスポットは存在しており，魅力的な場所を
見つけることは観光客の満足につながると
考えられる．そこで，ユーザの評価と訪問者
数に基づいて，魅力的な穴場スポットの抽出
手法を開発した．穴場スポットは認知度が低
く，評価が高いところと定義する．本研究で
は，写真共有サイトを利用して，認知度やユ
ーザの評価を計算するプロトタイプシステ
ムを開発し，提案手法を評価した． 
 
(3)アプリケーションフレームワークの構築
と評価 
 近年，Web やガイドブックなどの様々な情
報リソースから観光情報を得ることが容易
になったがそのリソースのひとつに略地図
がある.略地図は特定の地域の POI が何らか
の基準に従い強調される特徴を持つことか
ら略地図を利用するユーザの関心が読み取
れると考えられる.他方で，人々が収集する
観光スポットに関する情報は所在地などの
客観的な情報が多く，主観的な印象や役割的
特徴を収集することは困難であり，土地勘が
ない人にとってそのスポットを連想するこ
とは容易ではない.そこで本研究はユーザの
略地図入力による異なるエリアの役割的類
似性のある POI 提示システムを提案する.略
地図の意匠的特徴からユーザの興味のある
POI とその重要度を分析し，京都でいう「清
水寺」は岐阜でいう「古い町並み」であると
いったアナロジーをPOIとして地図上に提示
するシステムを開発した[2]． 
 本稿では，ユーザにより入力された略地図
の内容から，異なる地域間における役割的類
似性のある POI 提示手法を提案する.まずユ
ーザはWebサイトや観光ガイドブックなどか



ら略地図を入手し，入手した略地図をシステ
ムに入力する.その後，システムは入力され
た略地図の特徴分析を行う.特徴分析は三段
階に分けられる.第一段階として入力された
略地図から POI を抽出する.本研究では入力
に用いられた略地図に含まれる地物をPOIと
定義する. 
 第二段階として抽出された POI の特徴量を
抽出し特徴ベクトルを生成する.略地図中に
記載されているPOIが強調されているほどユ
ーザの関心が強いという仮説のもと，入力略
地図中のPOIとその重要度を特徴として抽出
する.本研究では，POI の重要度を推定するた
めに略地図の意匠的特徴の一部であるテキ
ストの大小関係，テキストの示すイラストの
有無，テキストの色の 3 点に着目した.略地
図は，道路の省略などに見られる位相的なデ
フォルメとは別に，略地図自体を見やすく，
あるいは何らかの意図を明確にするための
意匠的なデフォルメが大きな特徴のひとつ
として認められる.例えば，京都の寺社仏閣
が記載されている略地図中において金閣寺
だけがイラストを持っている場合，その略地
図は金閣寺が最も重要であり視点の中心に
なる略地図であると考えられる.略地図は経
路を支援する目的においては位相的なデフ
ォルメも重要であると考えられるが，同時に
意匠的なデフォルメはユーザの関心の発現
や発見において重要なデフォルメであると
考え特徴量として用いる. 
 第三段階として生成された特徴ベクトル
から各 POI のユーザの重要度を算出する.次
に，ある地物に対して投稿されたじゃらんの
レビュー文書集合を学習させたDoc2Vecを用
いてその地物に関する文書の特徴ベクトル
とPOIの特徴ベクトルとのコサイン類似度を
算出することで意味的な関連性のある
RPOI(Related POI)を重要度を伴った状態で
取得する.その後 RPOI を Google map 上に写
像する.このときRPOIは重要度に応じた大き
さでピン立てをすることにより表示され，
Google map 上の表示エリアにおける RPOI を
出力する.これによりエリア間の動的な出力
の変化に対応する. 
 本研究では任意の略地図画像から略地図
に記載されている地物を特定するために地
物名 DB を用いる.地物名 DB は Foursquare 
venue search API から構築する. 
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